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NPO法人京都舞台芸術協会
「ユースサービス」30号の発行おめでとうございます！
人と人とが触れ合える、ふっと息をつける、自分の悩み
を吐き出せる、そんな場所が年々少くなっていく中、
ユース施設は、演劇やダンスと同じく人と人が向き合う
ことのできる、貴重な場だと思います。

CLUB ATTRACTION
広報誌30号おめでとうございます。
代表は19号、学生たちは20号、24号に載せてい
ただきました。いつも刺激を受けることが載って
いて「負けずにがんばろう」「吸収してがんばろう！」
と思ってみています。
私たちもまた載せてもらえるような魅力的な活動
を展開してまいります。

特定非営利活動法人
京都教育サポートセンター
この度、広報誌「ユースサービス」が３０号を
迎えられたこと、大変喜ばしく思います。
広報誌の内容には毎号私にとって気づきや
学びがあり、有意義に読ませていただいて
おります。
今後も末永くの続刊を願っております。

親子支援ネットワーク♪あんだんて♪
「ユースサービス30号」発行おめでとうございます！！
親御さんの支援をしている親子支援ネットワーク♪あん
だんて♪としては、思春期から青年期に親以外の第三者
の支援の重要性を日々感じております。貴協会の活動は
大変心強く、益々のご活躍をお祈り申し上げます。

こども自然・暮らし体験
クラブスタッフ

広報誌30号発行おめでとうございます。
2011年発行の6号で取り上げてもらった他、かわら版でも度々
掲載をしていただきました。他の団体なども載っていて、そこに
並ぶことで私たちも刺激を受けていました。これからもこしたか
を盛り上げていくので取材よろしくお願いします！

公益財団法人 京都地域創造基金
この度は創立30周年おめでとうございます。京都府立の高校
と事業を行なう際には、貴会が培ってきた学校との信頼関係
のおかげで成功することができました。今後のご活躍をお祈
り申し上げます。

勇気の出るライブ実行委員会

「ユースサービス」30号発行おめでとうござ
います！
ライブ交流会とギター教室が活動です。活動
の中で最近特に発信力の大切さを痛感して
おります。発行に対する関係者、編集者の方
のご苦労、頭がさがる思いです。ありがとうご
ざいます。今後ともよろしくお願い致します。

京都BBS連盟

広報誌「ユースサービス」30号発刊、心よりお喜び
申し上げます。未来ある若者へ共に手を差し伸
べ、若者と共に歩んだ轍に、我々京都BBS連盟も
携わることができた事、大変嬉しく思っておりま
す。益々の貴団体の発展とご多幸をお祈り申し上
げます。

特定非営利活動法人
こうべユースネット

京都市ユースサービス協会の設立３０周年並びに
YOUTH SERVICE３０号の発行、誠におめでとうござ
います。「ユースワーカー」の養成に、ひたむきに取り

組まれている皆さんとともに、日本の
ユースワークについて関西から発信し、
その意味や意義を広めていきましょう！

NPO法人若者と
家族のライフプランを
考える会（略称　LPW）
「ユースサービス」30号発行、おめでとうございます。
2013年発行の15号で私たちLPWの活動を紹介していただき
ました。あれから6年目の春を迎える今、LPWでは2つの就労グ
ループ「あーとすぺーす絵と音」「京都ユースオフィス」を中心に
「アートや音楽を通した社会参加」を応援しています。これからも
よろしくお願いします。

チーム街スタボランティアスタッフ
広報誌「ユースサービス」３０号の発行おめでとう
ございます。青少年活動センターのこれからます
ますの活躍を期待しております。我 「々チーム街
スタ」もがんばりますので、サポート、見守りをよ
ろしくお願いいたします。

「ユースサービス」３０号おめ でとうございます！
色々なジャンルの活動が紹介 されていて、毎回楽
しみにしています。末永く続刊 を祈念いたします。
私たちはアートグループとし て、いろいろなセン
ターでの展示や冊子のデザイ ンなど、創作に関わ
る活動をしています。今号で もご紹介いただい
ていますので、ぜひご覧くだ さい。
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30×

若者
特集

２００６年
京都若者サポートステーション開設

京都市には７つの青少年活動センターがあります
２００８年、ユースサービス協会ＫＥＳ認定獲得！

２００９年、
リーマン・ショック 内定取り消し

２０１０年
京都市子ども・若者総

合相談窓口、

支援室開設　

広報誌『ユースサービス』が、このたび３０号を迎えました！　読者の皆様、
これまで取材や寄稿等にご協力いただいた皆様に、感謝いたします。
さらに、２０１８年３月２９日に、京都市ユースサービス協会（以下、協会）が
３０歳を迎えました！！　改めて関係者のみなさまに御礼申し上げます。
ということで！　今回の特集は、“協会と若者にまつわる３０のコト”をコンセ
プトに据えて、数字遊びをしてみました。ご笑覧ください。

初めの1歩！？
ユースサービスの始まり

3食、食べてる？若者と食の現状を伝える冊子を発行しました

４代目理事長　安保千秋京都市民の５人に１人が若者
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アメリカの投資銀行「リーマン・ブラザーズ・ホー
ルディングス」の経営破綻による世界的金融危機
（２００８年９月１５日）は、日本にも大きな影響を与え
ました。短い間に急激に失業率は上昇し３％台だっ
た失業率が２００９年７月には５．６％「統計開始以来
の高水準」。２００９年の就活では、内定を一旦出し
たが後で取り消す「内定取り消し」が多発しました
（厚労省発表：４００社、１,８００人以上）。会社の既存
の社員を守るためとはいえ、これから社会人にな
るという手前で裏切られ、将来への希望を奪い、多
くの若者の心を深く傷つけるできごとが起きたの
です。

　“京都は若者に寛容な街”と言います。「ほんまに
そうなん？」と思う人もいるかもしれませんが、市民
の５人に１人（正確には２０１７年統計で２０．２％）が若
者（１３歳から３０歳）で、約３０万人。とても多くの若
者が暮らし、京都の今とこれからを支えていること
は確かです。もっともっと、若者が暮らしやすい・生
きやすい京都を作っていけたら良いなと思います。

　「私は、弁護士をしており、子どもや若
者の人権擁護や成長発達への支援活動
をしています。理事の依頼があった際、
はじめて、青少年活動センターの様々な
活動が、若者が自主的な活動を通して
成長への経験の機会を持てるように支
援するというユースサービスの理念に基づいているこ
とを知り、新鮮な感銘を受け、今もその感銘は私の活動
の源になっています。若者を取り巻く環境等の変化に伴
い、協会の活動も変化することは当然ですが、どのよう
な変化があっても、若者の主体性を真ん中に置く活動で
あることが協会の存在意義だと考えています。」

　京都市では1973年に青少年育成につい
て、「非行対策」から「ユースサービス」へ発想
を転換するよう提言が出されました。これが、
京都市青少年活動センター（以下、センター）
の設立に繋がっています。現在、他自治体で
も注目され、ひろがっています。

　自分で食事を調達することができる年齢であると、「食に課題があ
る存在」として認識されにくい若者たち。しかし、「夏休み期間中の食
事の実態調査」を実施したところ、若者の1/3が朝食を摂っておらず、
また、約半数が1日3食のうち、2食以上を「ひとりで食べている」と回
答していて課題がありそうだと分かりました。
　そこで、新たな視点や運営のヒントを得たり、 食の取り組みに「若者
世代」を巻き込むことへの理解や共感に繋げることを狙い、この冊子
を発行しました。

　姉・浄華が中学校の３年生を送る会の練習で友達と利用し
たのがセンターとの出会いでした。妹・優華の中学入学を機に
２人で利用し始め、それ以来１０年以上お世話になっています。
普段のスキルアップはもちろん、生徒さんのレッスンも。また
国際大会や公演の前など、大事な舞台の前は「開館とともに
来て、閉館とともに帰る」なんてこともありました（笑）
　センターは、今年で１６周年になる私たちにとって、もう一つ
の大切な居場所です。センターがなければ、今の私たちはあ
りません。活動を受け入れ応援してくれる場所があることに、
心から感謝しています。これからもよろしくお願いします！

　若者サポートステーション（サポステ）は、学校を出た後で働く
ことに一歩踏み出しにくい若者をサポートする機関です。厚労
省がこの事業を始める時、「協会でやってくれないか？」とのお話
で京都でも開設することになりました。今では年間３，０００人を
超える若者の利用があり、個別面談から始まってグループ体験
や仕事体験といったプログラ
ムを手がかりにしながら、自ら
の課題に向き合ったり、社会
との折り合いを考えたりしつ
つ、一歩を踏み出しています。
昨年からは南丹エリアでもサ
テライトを設置して活動範囲
を広げています。

　ＫＥＳって皆さんご存じですか？　京都発の環境認証制度とし
て、世界的にも有名です。これが作られた契機は、なんと言っても
ＣＯＰ３（気候変動枠組条約第3回締約国会議）。この、環境（温暖
化）問題への地球規模での取り組みを考える国際会議を機に、市
民も行政も企業も含めた温暖化対策が話し合われ、良い取り組
みと成果を出した組織を認証する仕組みとしてＫＥＳが誕生しまし
た。協会もさまざまな工夫をして、組織全体で環境負荷の低い運
営を考え、認証を受けることが出来ました。（認証継続中）

　京都市の青少年活動センターは、元々は「青年の家」という名前の、働く
若者の余暇活動の施設でした。それが、２０００年になって「高校生や大学生
も使える施設にしよう！」という大変更があって、名称も青少年活動センター
と変わったのです。
　たった７カ所、かもしれないけれど、中高生から３０歳までと幅広い若者の
活動拠点を持っている都市は、多くありません。若者が家や学校、仕事場と
は別の場所で、楽しんだり表現したり、社会参加を通して学んだりする機会
づくり・場づくりをするのが、センターの役割。あまり派手じゃないけれど、
若者が生きやすいまちづくりに貢献しています！

　３０代までの若者やそのご家族の様々なしんどさについて一緒に考え
相談にのったり、必要な情報や機関を紹介する窓口です。窓口と連携し
ている「支援室」の支援コーディネーターは、しんどさが重なり動きにく
いと感じる利用者と一緒に動いたり、環境を
整えたりサポートをします。また、ＮＰＯほか
若者をサポートするたくさんの機関が参加す
る「京都市子ども・若者支援地域協議会」と連
携して、ひとりひとりの状況に応じたサポート
を考え取り組んでいます。

協会をよく知る2人組世界大会1位
姉妹タップデュオ 華～Puspa～

仕事体験の様子



ユースサービスと3.11　

平成12年度
京都市ユースサービス協会の
事務局が中京区に移設

青少年は13歳から恐るべき14歳たち

尾崎豊の「15の夜」

平成16年と平成30年
若者のなにが変わっ

た？

１７拠点で実施！中学生学習支援事業

平成21年
『広報誌ユースサービス』創刊！

遊びの選択肢が
さらに増える20歳

施設利用、無料なのは２２歳まで

第19期ユースワーカー養成講
習会　

選択肢と責任が増える18歳

過去
参加
者の声

改めて、固定概念で物事
を見ているなと痛感しま
した。職場で色々と活かし
ていきたいと思います。

普段の自分自身を見つめ
直すきっかけにもなり、勉
強になった。違う所属の
人と交流できたことも新し
い発見や刺激になった。
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Qセンターに来たきっかけは？　
　【中京／卓球をしに来た中学生3人】
A勉強をするために初来館。その時に「卓球セッ
ト買ったで」とユースワーカーに話しかけられ、
卓球をやってみた。それからずっと今では卓球
しにリピート利用するようになっています！
Qあなたにとってセンターとはどんなところ？
　【南／事業参加の中学生】
Aテニスとか卓球とかで自由にできる遊び場！
Q一言ちょうだい！
　【山科／中学生３人】
Aどこ行く？ 困ったらやませい！

　甚大な被害をもたらした2011年3月11日の東日本大震災を受けて、
協会ではこの年に「被災地・被災者への支援に向けた取り組み」「震災の
影響で京都に移ってきた若者に向けた取り組み」「京都に住む若者と震
災支援活動をつなぐ取り組み」の3つの柱を立て活動を開始しました。
　翌年2012年には震災支援をする京都の若者への支援を行いました。
震災に関する若者の思いを動画にした「きょうと若者アーカイブ
2011～震災、その後～」（http://ys-kyoto.org/blog/archive/）をぜ
ひご覧ください。

　昭和63年（1988年）に京都駅前に開所した「京都
市青少年活動センター」は平成12年度（2000年）を
もって閉所し、現在の中京青少年活動センター内に
協会事務局が移設されました。

スポーツ界や将棋界を中心に「恐るべき14歳た
ち」が活躍していますね。
21世紀生まれで初となるプロ棋士入りを果たした
のは藤井聡太棋士。小学生で詰将棋解答選手権の
チャンピオン戦で優勝、14歳でのプロ入りは62年
ぶりだそうです。また、卓球の張本智和選手はITTF
ワールドツアー・チェコオープン（男子シングルス）
で優勝。2018年も全日本卓球選手権大会優勝と輝
かしい成績を残していますね。 
センターでも卓球や将棋での利用は多い中、未来の
｢恐るべき14歳」もいるかもしれないですね………！？ 

若者にストレートに届く歌を残し走り抜けた
尾崎豊の代表作。

若者をめぐる世間の「アレコレ」は14年前と何が変わっ
たのでしょうか。
平成16年（2004年）はニンテンドーDSとプレイステー

ションポータブルが発売となり、若者の間で大人気に。流
行語大賞では小説家・綿矢りさ氏（京都市左京区出身）の著
作「蹴りたい背中」がランクイン。大学在学中の19歳で芥
川賞を受賞し話題になりました。
平成16年（2004年）の携帯電話普及率は68.7％です
が、現在はほとんどがスマートフォンになり、友人との交流
や娯楽、恋愛などスマートフォンを中心とした生活に大きく
様変わりをしたように思います。

「高校に進学できるのって当たり前？」思春期や反抗期
等、複雑な時期にいる中学生が家庭の様々な困難のため
に“放置”されている現状をみたケースワーカーの自主的
な活動として、２００６年に学習支援事業が始まりました。
２０１０年より京都市と京都市ユースサービス協会が事業
化し、様々な事情で学習環境の整いにくい状態にある中学
生らを対象に高校進学のお手伝いを市内全区１７拠点で
行っています。詳細はVol.27をご覧ください！

18歳になれば選挙権が得られます。普通免許を取
得できるようになります。はたまた、夜のゲームセン
ターやパチンコ店で遊ぶこともできます。過激な表
現のあるR18指定の作品に触れることもできます。
一言でいえば「遊び放題」。同時に「責任」を持った行
動も求められますのでご注意を。

ユースワークの概論、青少年に関わる上での自己理解など、若者
の成長を支えるユースワーカーとしての基礎を2日間で学ぶ養成
講習会は、２０１８年３月に第１９期を迎えました！　全国の若者支援
者が集まり、ともにスキルアップしています。年に２回の京都開催の
他、名古屋や横浜、札幌をはじめとする出張講座も行っています。

「お酒はハタチになってから」
標語やCMで見かけるように、20
歳になるとお酒をはじめ、タバコや
競馬や競輪、競艇などができるよう
になります。飲み過ぎ、吸い過ぎな
ど、「〇〇過ぎ」には大きなリスクが
伴います。20歳になれば、出来るこ
とが増える半面、社会的な「責任」を
伴うということでもあります。

「若者と支援者をつなぐ機関誌」とし
て平成21年（2009年）に創刊。記念す
べき１号の巻頭インタビュー「不安を抱
える現代の若者たち～立命館大学 野田
正人教授に聞く～」「現代の若者の自立
へ向けて社会の変化とユースサービス
を考える」では、「若者の貧困」について
も言及されています。読み返すことで新
たな発見があることも魅力ですので、ぜ
ひ一度読み返してみてください。（旧号
は協会ホームページから閲覧できます）

センターは、市内在住・在勤・在学の１３歳～２２歳が８割
を占めるグループや個人の場合、無料で使ってもらえま
す！ ミーティングに使える会議室やダンス練習に使えるス
タジオ、調理室やスポーツルームもあります。ひとりでも友
達とでも、たくさん使ってください！　２３歳からは有料に
なりますが、とってもリーズナブルなので続けて使ってネ。

　センターは13歳から施設を利用することができます。実際
に13歳から利用してくれている若者たちへインタビューを
試みました！



協会は財団法人として設立されました。その
後法律の改正があり、一般法人もしくは公益法
人への移行が必要となりました。協会では多く
の方と協議を重ねながら、公益財団法人に移行
しました。

　協会として私たちが目指す社会とは？ 私たち
が何を担うのかを、１０年後のユースサービス
を見据えたビジョンを作成します。

　“若者の「新しい価値観」を発信していく” ことを目的に、洛
北ロータリークラブ45周年記念事業と共催して開催します。

　協会、センター、子ども・若者支援室、
若者サポートステーション、ユースワー
カーが何をしているのか、わかりやすく伝
える動画を作成します。

　３０年間の社会情勢の移り変わりと協会の
取り組みの変遷、歩みと、協会のこれからのビ
ジョンを発信します。

３０年の節目の年、感謝の気持ち
これからのビジョン、未来を考え
伝える機会として１年間を通じて
記念事業を実施していきます。

LIVEKIDS 25回の歴史

東京23区と京都市の人口比較
昭和63年3月29日に協会設立

平成28年度利用者数51万人　

ユースワーカー資格
取得者数27名 １２月２６日クリスマスのあとと昔は言ったけど…

平成24年4月1日
公益財団法人に移行

３０周年記念式典

ユースサービス・ユースワークを
伝える映像の制作

ユースシンポジウム・
青少年・青少年団体交流会

秋に開催予定

若者文化発信事業

ＮＥＸＴ１０ Ｙｅａｒｓ

青少年との共催・協力事業

「ユスカル」ユースカルチャー（仮称）
秋
ロームシアター京都 （ノースホール・スクエア）
京都市・（公財）京都市ユースサービス協会
京都洛北ロータリークラブ

事業名

開催日

場　所

主　催

共　催
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記念誌発行「これからの若者育成・支援
～ユースサービス協会３０年の歩み～」（仮称）　

「LIVEKIDS～アマチュアダンス＆ミュージック
フェスティバル～」はこれまで２５回開催してきまし
た。平成28年（2016年）8月にロームシアター京都
にて25回記念大会を行い、いったんの幕引きとな
りました。その後は若者文化の発信をテーマに形を
変えて、様々な事業を展開しています。

東京２３区の若者の人口をご存知ですか？ およ
そ１６５万人と京都市の若者の約5倍以上です。た
だし、全体の人口に占める若者の割合は政令指
定都市では京都市が一番高いです。まさに学生
のまち・若者のまち京都ですね。

京都市内7カ所のセンターの
年間利用者数が初めて50万人
を超えたのが平成28年度
（2016年）。それを記念して各
事業所ではクッキーのデコ
レーションを行い、合作で協会
ロゴマークを作りました。平成
29年度（2017年）もおそらく
50万人を超える………はず。

京都市において昭和３０年代前半、仲間作り、キャンプ、登山などの野
外活動、その他多彩な活動を行うグループが誕生していました。それら
若者の息吹に応えて、昭和４３年（1968年）１１月に第１回グループ・リー
ダー・セミナーを開催。昭和４５年（1970年）にはグループ活動の場とし
て、京都市青少年ルームが設置されました。昭和４９年（1974年）には前
年に計画策定された「ユース・サービス・ビューロー計画」が発表され「京
都市ユース・サービス委員会」が発足しました。その後、キャンプや青少
年グループのスポーツ交流大会を開催したりと青少年のグループ参加
を通して人間的成長を支援するというユースサービスのねらいを推し
進めてきました。昭和６３年（1988年）３月、京都市における青少年活動
の拠点の設置に際し、協会の前身である「京都市ユース・サービス委員
会」が取り組んできた「ユースサービス」の理念と事業を発展的に継承す
るとともに、様々な団体等と連携して青少年への支援活動を展開するこ
とを目的に財団法人京都市ユースサービス協会が設立されました。

2009年からスタートしたユースワーカー養成資格取得
コースも10年目を迎えようとしています。2017年3月31日現
在、27名が資格を取得しそれぞれのフィールドで活躍されて
います。

12月25日はみなさんご存知クリスマスです。では
12月26日は………？
実はこの日もクリスマス。いわゆる「ボクシング

デー」です。格闘技の「ボクシング」ではなく、クリス
マスにもらったプレゼントが入っている箱（box）を
空ける日ということのようです。その場で中身を確
認するのもいいですが、1日待ってみるのもいかが？

　京都市ユースサービス協会は、「ユースサービス」の理念を全国に先駆けて掲げ、７ヵ所の
青少年活動センターでの事業をはじめ、青少年を支援する様々な取り組みを進めています。 
　協会の設立３０周年を機に、日頃の感謝の意を表すと共に、協会及び青少年支援の関係者
の皆さんと今後の活動機運を一層高めるため、２０１８年夏（予定）記念式典を開催します。
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高校生が考える「働く姿」
 ～before 30年、 after 30年～

最近ニュースでよく耳にする、『働き方改革』。まだ働いたことない高校生にとっては、
関係ない話？ いいえ、近い将来働くことになる私たちにとっても、大切な話！
働くことについて考えよう！　また、京都市ユースサービス協会は30周年！　今回はそれ
を記念して、30年前と現在を比較し、また30年後の未来についても考えてみました。

before 30年

before

after 30年

after

1
9
8
0
年
代
に
、先
進
国
の
中
に
お
け
る
日
本
の

労
働
時
間
の
長
さ
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、「
ワ
ー
カ
ホ
リ
ッ
ク（
仕
事
中
毒
）」と
い
う
用
語

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
と
も
な

い
、1
9
8
8
年
に
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、民
間

企
業
で
は
1
週
間
の
最
大
労
働
時
間
と
し
て
40
時
間

と
定
め
ら
れ
、週
休
2
日
制
が
導
入
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。し
か
し
、そ
の
実
現
に
は
多
く
の
時
間
が
か
か
り
、

さ
ら
に
、週
末
の
労
働
時
間
が
削
減
さ
れ
た
分
、平
日

の
労
働
時
間
が
の
び
、睡
眠
時
間
が
削
ら
れ
る
な
ど
の

問
題
点
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、当
時
は
コ
ン
ビ
ニ
や

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
増
加
に
と
も
な
い
、非
正
規

雇
用
労
働
者
が
登
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、働
き
や
す
く
し
て
い
く
た
め

に
、さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
や
労
働
形
態
の
変
化
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 
A
さ
ん
　
　
働
く
こ
と
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
強

く
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
み
ん
な
が
し
て
い
る
か
ら
、

せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
な
ん
だ
な
と
い
う
認
識
だ
っ

た
。
バ
ブ
ル
期
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
金
に
困
る
こ

と
は
少
な
く
、
安
定
よ
り
も
『
な
り
た
い
夢
』
を
仕

事
に
し
た
か
っ
た
。

 
B
さ
ん
　
　
働
く
こ
と
に
対
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は

そ
こ
ま
で
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
自
分
の
周
り
が
進

学
が
当
た
り
前
で
あ
る
雰
囲
気
だ
っ
た
の
で
、
自
分

も
同
じ
よ
う
に
進
ん
だ
。
ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
は
学

生
が
す
る
も
の
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
当
時
は
、
現
在
の
仕

事
に
安
定
を
求
め
る
風
潮
よ
り
も
、
夢
実
現
を
目
指

す
人
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、
現
在
で
は
多
く
み
ら
れ

る
フ
リ
ー
タ
ー
が
珍
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

あ
か
り
:
私
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
ほ
と
ん
ど
の
方

が
答
え
て
は
る
よ
う
に
、暗
い
と
思
う
。で
も
、明
る

く
な
っ
て
欲
し
い
っ
て
い
う
願
望
が
強
い
か
な
。最
近

で
は
、働
き
方
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
し
、こ
れ
か
ら

私
達
が
就
職
し
て
い
く
な
か
で
、働
き
や
す
さ
を
よ

り
求
め
や
す
く
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
。

み
ほ
:
私
は
明
る
く
な
る
と
思
う
。今
、ブ
ラ
ッ
ク
企

業
と
か
長
時
間
労
働
が
問
題
に
な
っ
て
い
て
、ど
う

し
て
も
暗
い
、怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
い
る
け
ど
、

そ
れ
ら
の
問
題
に
向
け
て
政
府
も
対
策
を
始
め
て
い

る
し
、今
、怖
い
と
思
っ
て
い
る
私
た
ち
が
30
年
後
に

は
会
社
の
上
の
方
に
な
っ
て
る
は
ず
だ
か
ら
、改
善

さ
れ
て
働
き
や
す
く
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？

あ
か
り
:
や
っ
ぱ
り
、働
き
や
す
く
な
っ
て
ほ
し
い
っ

て
い
う
の
は
み
ん
な
が
思
っ
て
い
る
よ
ね
。最
近
で

は
過
労
死
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
場
面
も
み
る
し
。

み
ほ
:
仕
事
を
し
す
ぎ
て
死
ぬ
の
は
嫌
。趣
味
の
時

間
も
持
て
る
会
社
が
良
い
な
。

｠

み
ほ
:
高
校
生
向
け
の
企
業
説
明
会
と
か
あ
っ
た
ら

い
い
な
。今
、私
た
ち
は
ア
ル
バ
イ
ト
が
禁
止
さ
れ
て

る
か
ら
、実
際
働
く
の
が
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
分
か
ら

な
い
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
自
分
の
希
望
し
て
い
る
将

来
の
活
動
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

あ
か
り
:
確
か
に
！
　
そ
れ
は
い
い
か
も
！
　
高
校

生
の
う
ち
か
ら
、働
く
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
か
な
？

っ
て
考
え
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
の
は
、将
来
絶
対
役

に
立
つ
よ
ね
。い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
企
業
を
見
る

こ
と
で
、自
分
の
将
来
像
を
よ
り
考
え
る
機
会
に
も

な
り
そ
う
！

未
来
は
明
る
い
か

　
　
ど
う
か
に
つ
い
て
。

私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
？

当時の高校生に
将来に対して

どのように思っていたか、
インタビュー
してみました

以上のインタビューを
踏まえて、
2人で未来に

ついて話しました

まとめ

あかりさん（17） みほさん（17）

高校生が

作った

ページ

　
現
在
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
や
長
時
間
労
働
が
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、各
会
社
な
ど
で
も
働
き
方
の
改
善
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
れ
を
踏
ま
え
、高
校
生
と
予
備
校
生
に
、将
来
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

①
将
来
の
夢
は
？

②
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
？

③
将
来
は
明
る
い
？
暗
い
？
&
選
ん
だ
理
由
。

N
さ
ん

①
明
確
じ
ゃ
な
い
け
ど
、福
利
厚
生
の
あ
る
会
社
に
勤
め
た
い
。

ゆ
く
ゆ
く
は
家
の
仕
事
を
手
伝
え
た
ら
い
い
な
。

②
自
分
に
厳
し
く
、他
人
に
優
し
く
。人
に
あ
ま
り
怒
ら
ず
、心

を
広
く
持
ち
た
い
。

③
暗
い
。雇
用
が
A
I
の
進
出
で
人
が
不
要
に
な
っ
て
、き
ら
れ

て
い
く
こ
と
も
あ
る
し
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
多
い
か
ら…

…

。

E
さ
ん

①
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た
い
。

②
健
康
！
貯
金
！

③
暗
い
。ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
る
の
と
、ま
だ

日
本
は
海
外
よ
り
も
働
く
の
に
優
遇
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う

の
で
。

K
さ
ん

①
将
来
の
夢
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②
今
は
不
況
で
、そ
の
上
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
発
展
で
仕
事
も

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、安
定
し
た
職
業
を
選
ぶ
の
に
と
て
も

時
間
が
か
か
り
ま
す
。や
っ
た
ら
や
っ
た
分
だ
け
お
金
が
入
る

わ
け
で
も
な
い
の
で
、な
か
な
か
厳
し
い
で
す
ね
。

③
30
年
後
は
安
定
し
た
給
料
を
得
て
、平
和
に
暮
ら
せ
て
い

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。色
ん
な
外
国
に
も
行
っ
て
み

た
い
で
す
。

戸田くん（１７）江上くん（１７）

企画・編集
調査担当
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京
都
市
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
協
会　

水
野
篤
夫

出
来
る
空
間
で
あ
る
こ
と
、多
様
な
他

者
と
出
会
う
機
会
が
あ
る
こ
と
、信
頼

で
き
る
ワ
ー
カ
ー
の
居
る
と
こ
ろ
、と
い

う
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
が
発
見
さ
れ
ま
し

た（
勝
部・原
、５
章
）。

３
．ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
存
在

セ
ン
タ
ー
の
ワ
ー
カ
ー
は
、施
設
を
管

理
し
、若
者
の
活
動
を
手
助
け
し
、人

を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
の
で
す
が
、

ど
ん
な
風
に
働
い
て
い
る
の
か
、イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
姿
が
見
え

て
き
ま
し
た
。例
え
ば
、「
印
象
に
残
っ

て
い
る
ワ
ー
カ
ー
は
誰
で
す
か
」と
い
う

問
い
に
つ
い
て
、「
ノ
リ
の
よ
い
人
」と「
話

や
す
い
人
」と
い
う
二
つ
の
返
答
が
あ
り

ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
の
ノ
リ
で
言
っ
て
も
全
然

や
っ
て
く
れ
る
と
い
う…

…

な
ん
か
普

通
に「
腕
相
撲
し
よ
う
ぜ
？
」「
い
い

よ
」っ
て
感
じ
。

す
ご
い
話
や
す
い
人
、年
上
な
の
に

友
だ
ち
み
た
い
な
感
じ
。

友
だ
ち
で
も
な
い
先
生
で
も
な
い
、職
場

の
人
で
も
な
い
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
。

そ
し
て
、次
の
語
り
に
は
ワ
ー
カ
ー
の

存
在
を
と
て
も
よ
く
見
て
い
て
く
れ
る

若
者
の
姿
が
あ
っ
て
、励
ま
さ
れ
ま
す
。

ワ
ー
カ
ー
が
10
代
の
若
者
に「
お
前
」と

か
言
っ
て
キ
レ
ら
れ
て
も
、怒
っ
て
し
ま

わ
ず
対
応
し
て
い
る
の
を
見
て
の
語
り

で
す
。

そ
も
そ
も
セ
ン
タ
ー
は
、う
ー
ん
、人

を
否
定
し
な
い
場
所
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
て
、そ
の
人
が
そ
の
人
の
ま
ま
大
き

く
な
っ
て
い
く
の
を
望
ん
で
い
る
よ
う

な
感
じ
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
う
な
ん
で
す
。こ
れ
が
ワ
ー
カ
ー
が

大
事
に
し
て
い
る
ス
タ
ン
ス
な
の
で
す
。

人
を
否
定
し
な
い
、一
方
的
に
評
価
し
な

い
と
思
っ
て
く
れ
る〈
場
〉づ
く
り
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
様
子
を
、若
者
は
端

で
見
て
い
て
感
じ
取
っ
て
く
れ
て
い
る
の

で
す（
横
江
、６
章
）。

４
．若
者
の
変
容・成
長
と
ユ
ー
ス

ワ
ー
ク
の
関
係

若
者
は
子
ど
も
か
ら
成
人
の
狭
間
に

あ
っ
て
、大
き
な
変
化
を
迫
ら
れ
る
存
在

で
す
。こ
の
変
化
の
時
期
に
、ど
の
よ
う
な

人
と
出
会
い
、ど
ん
な
経
験
を
し
て
い
く

の
か
が
、そ
の
後
の
人
生
に
も
大
き
な
影

響
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。で
は
、ユ
ー
ス

ワ
ー
ク
は
若
者
の
成
長
や
変
容
に
ど
ん
な

影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。若
者
は

人
と
の
関
わ
り
方
を
知
って
、関
わ
り
の
ス

キ
ル
を
得
て
い
き
、同
時
に
他
者
を
受
容

し
、ひ
い
て
は
自
己
受
容
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
出
来
る
、と
い
う
の
が
調
査
で
の

仮
説
で
し
た
が
、次
の
よ
う
な
語
り
に
は
、

そ
う
し
た
機
会
を
セ
ン
タ
ー
で
若
者
が
得

て
い
た
姿
が
端
的
に
現
さ
れ
て
い
ま
す

（
石
山
、８
章
）。

最
初
ち
っ
ち
ゃ
い
世
界
に
い
た
自
分

が
外
の
世
界
を
見
た
よ
う
な…

…

（
略
）…

…

学
校
の
友
達
だ
け
で
人
間

関
係
が
終
わ
っ
て
、先
生
と
、親
と
、バ

イ
ト
先
の
ち
ょ
っ
と
の
人
と
。…

…

（
略
）…

…

〈
で
も
セ
ン
タ
ー
に
は
〉い
ろ

ん
な
大
学
か
ら
い
ろ
ん
な
事
勉
強
し
て

る
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
、個
性
の
あ
る

人
が
い
て
た
の
で
、う
ー
ん
。そ
の
人
達

が
す
ご
い
面
白
か
っ
た
。

ロ
ビ
ー
で
の
留
学
生
と
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
国
際
交
流
事
業
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
若
者
は
こ
ん
な
こ
と

を
言
っ
て
い
ま
す
。

留
学
生
だ
と
結
構
価
値
観
が
違
う

ん
で
。こ
の
人
全
然
違
う
ん
や
っ
て
、

じ
ゃ
ぁ
い
い
や
っ
て
よ
け
る
ん
じ
ゃ
な
く

て
、価
値
観
の
違
う
人
と
そ
う
い
う
人

と
い
う
意
識
を
も
ち
な
が
ら
接
し
て
い

た
ら
、他
の
人
が
出
て
き
た
と
き
に
、結

構
あ
あ
広
が
っ
た
み
た
い
な
感
じ
。

こ
う
し
た
他
者
と
の
出
会
い
と
い
う

の
が
、セ
ン
タ
ー
の
提
供
す
る
一つ
の
価
値

で
す
が
、そ
こ
に
お
け
る
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク

の
特
徴
は
、若
者
が「
自
ら
選
ぶ
こ
と
が

出
来
る
」と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。出

会
い
も
参
加
も
、ワ
ー
カ
ー
と
や
り
と

り
す
る
こ
と
も
、若
者
が
受
け
容
れ
る

か
ど
う
か
を
決
め
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
す
。た
だ
さ
ら
に
い
え
ば
、選
べ
る
だ

け
で
な
く
、選
ぶ
の
も
選
ば
な
い
の
も
容

認
す
る„
曖
昧
さ”

を
持
っ
た〈
場
〉で
あ

る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

„
曖
昧
さ”

を
認
め
る
と
同
時
に
、人

を
排
除
し
た
り
否
定
し
た
り
し
な
い
空

間
を
ワ
ー
カ
ー
が
作
っ
て
い
く
内
に
、い

つ
の
間
に
か
影
響
し
あ
う
関
係
、つ
ま
り

若
者
も
影
響
を
与
え
る
ひ
と
り
に
な
っ

て
い
く
よ
う
な〈
場
〉を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
、ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
中
核
と
な
る
価

値
な
の
で
は
な
い
か
？ 

と
い
う
の
が
、こ

の
調
査
の
見
出
し
た
点
で
す
。

（
＊
）『
若
者
の
成
長
に
お
け
る
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク

の
価
値
〜
京
都
市
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
利

用
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
〜
』（
2
0
1
7
年

12
月
発
行
、執
筆
・
編
集
：
原
未
来
、石
山

裕
菜
、松
村
幸
裕
子
、勝
部
皓
、水
野
篤
夫
、

横
江
美
佐
子
、久
住
祐
香
）

こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
21
号
か
ら
始
ま
っ

て
10
回
目
。今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま

す
。そ
こ
で
、ち
ょ
う
ど
報
告
書
と
し
て

仕
上
が
っ
た
、ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
価
値
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
調
査
報
告

書（
＊
）か
ら
、特
に
大
事
と
思
わ
れ
る
点

を
紹
介
し
て
、ま
と
め
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。今
回
の
調
査
は
、青
少
年
活

動
セ
ン
タ
ー（
以
下
セ
ン
タ
ー
）を
利
用

し
た
り
事
業
に
関
わ
っ
た
若
者
11
人
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
方
法
を
採
り

ま
し
た
。そ
れ
ゆ
え
、一
定
の
偏
り
が
あ

る
と
も
い
え
ま
す
が
、豊
か
な
語
り
を

通
し
て
、ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
い
う
も
の
が

持
つ
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

１
．若
者
は
ど
の
よ
う
に
ユ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
の
か

セ
ン
タ
ー
と
若
者
の
出
会
い
は
、「
友

だ
ち
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
」「
中
学
生
に

な
っ
た
ら
使
え
る
と
知
っ
て
い
た
」「
ネ
ッ

ト
で
自
習
で
き
る
と
こ
ろ
を
検
索
し

て
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、最
初
は

誰
か
と
い
っ
し
ょ
に
訪
れ
る
こ
と
で
ハ
ー

ド
ル
を
下
げ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。「
居
心
地
が
良
さ
そ

う
だ
な
」と
感
じ
て
く
れ
た
若
者
も
多

い
の
で
す
が
、対
応
す
る
職
員
＝
ユ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー（
以
下
ワ
ー
カ
ー
）が
創
り
出

す
雰
囲
気
も
そ
こ
に
は
反
映
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

も
と
も
と
俺
、最
初
引
っ
越
し
た
と

き
に
、休
み
の
日
と
か
仕
事
終
わ
っ
た

あ
と
暇
な
と
き
、ひ
た
す
ら
ゲ
ー
ム
し

て
た（
笑
）。一
日
が
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た…

…
！ 

学
校
以
外
の
こ
と
、何
か
し
て
み
た

い
な
と
思
っ
て
い
て
。で
、ち
ょ
っ
と
引
っ

か
か
っ
た
っ
て
い
う
か
、気
に
な
る
な
と

思
っ
て
。

前
者
の
若
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
を

利
用
し
に
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く
れ
ま
し

た
し
、後
者
の
若
者
は
、セ
ン
タ
ー
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。こ
ん
な
風
に
入

り
口
や
動
機
は
い
ろ
い
ろ
な
の
で
す
が
、

利
用
す
る
内
に
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
誘

わ
れ
た
り
、時
間
つ
ぶ
し
に
ロ
ビ
ー
に
い

る
時
に
、留
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
ゲ
ー
ム

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、さ
ま
ざ

ま
に
利
用
方
法
が
広
が
っ
て
い
く
人
も

い
ま
し
た
。調
査
の
分
析
か
ら
は
、セ
ン

タ
ー
の
特
徴
を
、利
用
目
的
の〝
曖
昧
さ
〞

に
見
て
い
ま
す
。最
初
は
何
か
目
的
を

持
っ
て
や
っ
て
き
て
も
、さ
ま
ざ
ま
な
利

用
や
参
加
の
あ
り
方
が
広
が
っ
て
い
く

可
能
性
が
そ
こ
に
は
あ
り
、そ
れ
自
体

が
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
特
徴
だ
と
分
か

り
ま
し
た（
原
、４
章
）。

２
．ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
お
け
る

〈
場
〉の
価
値

セ
ン
タ
ー
は
、若
者
が
活
動
す
る
た

め
の
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
集

ま
っ
て
話
し
た
い
人
は
会
議
室
を
借
り

る
し
、ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
人

は
ス
タ
ジ
オ
や
体
育
室
を
予
約
し
て

使
っ
て
い
き
ま
す
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

も
多
様
な
施
設
・
設
備
を
、無
料
で
、か

つ
簡
易
な
手
続
き
・
利
用
し
や
す
い
時

間
帯
で
使
え
る
と
い
っ
た
、使
い
勝
手
の

い
い
場
所
と
し
て
セ
ン
タ
ー
が
若
者
た

ち
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。ま
た
、若
者
の
語
り
に
は「
良
い

空
間
だ
と
思
っ
た
」「
居
心
地
が
良
か
っ

た
」と
い
う
表
現
が
数
多
く
あ
り
、セ
ン

タ
ー
が
単
な
る
場
所
と
い
う
よ
り
、何

か
の
相
互
作
用
の
働
く〈
場
〉と
し
て

捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、と
調
査
で

は
分
析
し
ま
し
た
。若
者
だ
け
で
使
え

る
と
いっ
た
、自
分
た
ち
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
価
値
を
考
え
る

〜
若
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
〜

ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
価
値
を
考
え
る

〜
若
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
〜

異文化理解プログラムを考える！

清掃ボランティア

　
現
在
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
や
長
時
間
労
働
が
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、各
会
社
な
ど
で
も
働
き
方
の
改
善
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
れ
を
踏
ま
え
、高
校
生
と
予
備
校
生
に
、将
来
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

①
将
来
の
夢
は
？

②
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
？

③
将
来
は
明
る
い
？
暗
い
？
&
選
ん
だ
理
由
。

N
さ
ん

①
明
確
じ
ゃ
な
い
け
ど
、福
利
厚
生
の
あ
る
会
社
に
勤
め
た
い
。

ゆ
く
ゆ
く
は
家
の
仕
事
を
手
伝
え
た
ら
い
い
な
。

②
自
分
に
厳
し
く
、他
人
に
優
し
く
。人
に
あ
ま
り
怒
ら
ず
、心

を
広
く
持
ち
た
い
。

③
暗
い
。雇
用
が
A
I
の
進
出
で
人
が
不
要
に
な
っ
て
、き
ら
れ

て
い
く
こ
と
も
あ
る
し
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
多
い
か
ら…

…

。

E
さ
ん

①
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た
い
。

②
健
康
！
貯
金
！

③
暗
い
。ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
る
の
と
、ま
だ

日
本
は
海
外
よ
り
も
働
く
の
に
優
遇
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う

の
で
。

K
さ
ん

①
将
来
の
夢
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②
今
は
不
況
で
、そ
の
上
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
発
展
で
仕
事
も

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、安
定
し
た
職
業
を
選
ぶ
の
に
と
て
も

時
間
が
か
か
り
ま
す
。や
っ
た
ら
や
っ
た
分
だ
け
お
金
が
入
る

わ
け
で
も
な
い
の
で
、な
か
な
か
厳
し
い
で
す
ね
。

③
30
年
後
は
安
定
し
た
給
料
を
得
て
、平
和
に
暮
ら
せ
て
い

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。色
ん
な
外
国
に
も
行
っ
て
み

た
い
で
す
。



荒武 史織さん 28歳
京都市北区役所地域力推進室

M y  H a p p y J o b  S t y l e

は
た
ら
く
若
者

終身雇用制度は崩壊し，働き方が大きく変化してい
る今日。一人ひとりで見ると、よくある話かもしれま
せん。でも複数回を並べてみると、そのはたらく姿か
ら現代の若者のすがたがあぶり出されるのではない
か。そんな挑戦を含んだ連載を新たに始めます。

い
ま
の
仕
事
に
た
ど
り
着
く
ま
で
ど
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か

も
と
も
と
転
勤
の
多
い
家
庭
で
、千
葉

県
で
幼
少
期
か
ら
小
学
校
５
年
生
ま
で
育

ち
、そ
の
後
、青
森
県
に
引
っ
越
し
、中
高

を
過
ご
し
ま
し
た
。大
学
は
ま
た
関
西

だ
っ
た
の
で
、京
都
の
祖
母
の
家
か
ら
通

い
ま
し
た
。

就
職
先
は
兵
庫
だ
っ
た
た
め
、兵
庫
に

引
っ
越
し
た
両
親
の
元
か
ら
通
い
ま
し

た
。２
年
間
I
T
系
の
営
業
と
し
て
働

き
、塾
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
つ
つ
も
、無
職

期
間
の
後
公
務
員
試
験
を
受
験
し
ま
し

た
。な
の
で
、現
在
の
仕
事
に
就
い
て
2
年

半
に
な
り
ま
す
。

就
職
活
動
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
し
た

か
。選
ん
だ
基
準
な
ど
あ
れ
ば
。

学
生
時
代
は
、将
来
に
つ
い
て
深
く
考

え
る
き
っ
か
け
も
な
い
ま
ま
就
職
活
動
に

突
入
。理
想
を
も
っ
て
リ
ク
ナ
ビ
な
ど
で

求
人
を
見
て
い
ま
し
た
が
、１２
月
ま
で
内

定
が
で
な
か
っ
た
の
で
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

も
仕
事
を
探
し
始
め
ま
し
た
。I
T
企
業

を
選
ん
だ
の
は
、女
性
の
活
躍
も
で
は
じ

め
た
こ
ろ
で
、な
お
か
つ
福
利
厚
生
な
ど

も
良
か
っ
た
た
め
働
き
や
す
そ
う
と
思
っ

て
。で
も
何
よ
り
焦
り
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

就
活
し
は
じ
め
た
こ
ろ
は
、な
ん
と
な

く
受
け
て
い
る
こ
と
が
、向
こ
う（
採
用
担

当
者
）に
伝
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。そ

れ
が
、最
後
の
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
に
な
ら
な

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。12
月
の
と
き
は

と
に
か
く
必
死
で
、「
な
ん
で
も
す
る
の
で

拾
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
あ
る
意
味
思

い
が
伝
わ
っ
た
の
か
も
。（
笑
）な
ん
と
か

就
職
も
決
ま
り
ま
し
た
。

は
た
ら
き
始
め
て
ど
う
で
し
た
か

周
り
に
合
わ
せ
て
、迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。初
任
者

と
し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど
は
な
く
、育
て

て
も
ら
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、「
チ
ー

ム
と
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」と
い
う
雰
囲
気

は
感
じ
て
い
て
、そ
こ
に
初
任
者
だ
か
ら

は
な
か
っ
た
か
な
。２
年
働
い
て
み
て
、利

益
を
求
め
た
り
、営
業
と
し
て
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

塾
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
選
ん
だ
の
は
、教

育
に
も
興
味
は
あ
っ
た
か
ら
で
す
。い
ろ
い

ろ
な
子
ど
も
と
接
し
て
い
て
、自
分
の
伝

え
た
こ
と
で
子
ど
も
が
成
長
し
て
い
っ
て

く
れ
る
達
成
感
や
責
任
感
が
魅
力
で
し

た
。こ
の
頃
は
、人
の
た
め
に
何
か
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。

今
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

公
務
員
浪
人
と
言
え
ば
そ
う
な
の
で

す
が
、必
死
に
公
務
員
を
目
指
し
て
い

た
と
は
言
い
き
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

で
す
。感
じ
て
い
ま
し
た
。勉
強
に
つ
か

れ
て
、富
士
山
に
登
っ
て
み
た
り
も
し
ま

し
た
。（
笑
）

そ
の
こ
ろ
、が
む
し
ゃ
ら
に
働
く
よ
り
、

ス
マ
ー
ト
に
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
く
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。そ
れ
ま
で
の
私
は
、誰
か
に
評
価
さ
れ

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、自
分
も

相
手
も
大
事
に
し
よ
う
っ
て
考
え
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
か
も
。そ
の
た
め
、自
分

ら
し
く
長
く
働
け
る
職
と
し
て
、公
務
員

を
目
指
し
ま
し
た
。

「
暮
ら
す
こ
と
」に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て

い
ま
す
か

こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
場
所
に
住
ん
で
き

た
の
で
、ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
れ
る
仕
事
へ

の
憧
れ
が
あ
り
ま
す
。帰
る
と
こ
ろ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
。子
ど
も
な
が
ら
に
そ
の
地

域
に
入
っ
て
い
く
こ
と
を
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、反
面
大
変
な
こ
と
と
も

感
じ
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
の
と
き
に
住

ん
だ
青
森
で
も
、地
域
の
ね
ぶ
た
を
羨
ま

し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

京
都
は
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
文
化
と
か

が
あ
っ
て
、そ
こ
に
日
本
人
と
し
て
関
わ
り

た
い
と
思
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。転
職

で
は
、お
給
料
を
気
に
す
る
人
も
多
く
い

る
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
方
が

良
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、お
金
で
仕
事

を
選
ん
で
は
い
な
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

い
ま
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
か
。ま
た
，荒
武
さ
ん
の
思
う「
は

た
ら
く
観
」っ
て
ど
ん
な
も
の
で
す
か

区
役
所
の
地
域
力
推
進
室
で
働
い
て
い

ま
す
。い
ま
の
仕
事
の
魅
力
は
、技
術
だ
け

じ
ゃ
な
い「
人
と
関
わ
る
こ
と
」だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。人
の
た
め
と
か
、サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
私
の
大
切
に
し
た
い
こ
と
で
す

ね
。私
に
と
っ
て「
は
た
ら
く
こ
と
」は
、自

分
が
ど
う
生
き
た
か
と
い
う
生
き
様
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

シリーズ
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12月25日はみなさんご存知クリスマスです。では
12月26日は………？
実はこの日もクリスマス。いわゆる「ボクシング

デー」です。格闘技の「ボクシング」ではなく、クリス
マスにもらったプレゼントが入っている箱（box）を
空ける日ということのようです。その場で中身を確
認するのもいいですが、1日待ってみるのもいかが？

伏見

YOUTH SERVICE｜vol.30 1617

彩り豊か！
やってみたい
をサポート！

　「こんなことやってみたいんやけど、どう
やったらいいんかな？」
　想いの大小はありますが、青少年と関
わっている中では珍しくないセリフです。
　そんな何かにチャレンジしたい思いを
持っているが「悩んでいる・困っている」青
少年に対し、ユースワーカーは一緒に考
えながら「やってみたいこと」のサポートを
市内７カ所の青少年活動センターで行っ
ています。
　今回は、これまでサポートしてきた活動
の一部をご紹介します。

ア
ー
ト（
特
に
日
本
画
）に
関
心
が
あ
り
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
社
会
を
つ
な
ぎ
た
い
と
い
う

思
い
を
も
っ
た
青
少
年
の
相
談
か
ら
、セ
ン
タ
ー

で
の
作
品
展
示『
い
た
だ
き
ま
す
。展
』の
実
現

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。作
品
を
展
示
し
、多

く
の
利
用
者
に
観
賞
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
た
、ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
を
実
施
し
、

観
賞
者
に
日
本
画
が
制
作
さ
れ
る
様
子
を
み
て

も
ら
う
機
会
も
つ
く
り
ま
し
た
。実
施
後
の
ふ

り
返
り
で
は
、「『
日
本
画
を
描
く
様
子
を
初
め

て
み
た
』等
の
感
想
を
も
ら
っ
た
」「
こ
れ
ま
で
日

本
画
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
人
に
も
み

て
も
ら
え
て
、感
想
を
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」

と
、達
成
感
を
得
て
い
ま
し
た
。彼
ら
は
こ
れ
を

機
に
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、ア
ー
ト
に

触
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
運
営
な
ど
の

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

当
時
、高
校
生
３
年
生
バ
ン
ド
の「
キ
ー
マ
カ

リ
ー
ズ
と
チ
チ
ワ
シ
ネ
マ
」は
、受
験
の
た
め
活

動
を
休
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
最

後
に
い
つ
も
練
習
し
て
い
る
場
所
に
人
を
集
め

て
ラ
イ
ブ
が
し
た
い
」と
の
想
い
で
、ス
タ
ジ
オ

ラ
イ
ブ
の
企
画
を
持
ち
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
オ
で
の
ラ
イ
ブ
、ロ
ビ
ー
で
弾
き
語
り

と
絵
の
展
示
、創
造
工
作
室
で
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
っ
て
T
シ
ャ
ツ
を
作
る
な
ど
、彼
ら

の
多
様
な
発
想
を
実
現
す
る
た
め
、打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、全
て
実
施
し
ま
し
た
。ラ
イ
ブ
で
は

５
バ
ン
ド
が
出
演
し
、参
加
者
も
多
く
集
ま
り

ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
バ
ン
ド
が
区
役
所
の

横
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
の
が
面
白
い
」「
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
で
は
あ
り
え
な
い
禁
煙・禁
酒・土
足
禁

止
」な
ど
、一般
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
は
違
っ
た
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
意
欲
的
な
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。ラ
イ
ブ
で
は〝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の

歌
〞と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
演
奏
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ま
た
、ラ
イ
ブ
に
来
て
い
た
バ
ン
ド
が
セ
ン

タ
ー
で
の
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
て
お
り
、ラ
イ
ブ

企
画
の
走
り
と
な
り
ま
し
た
。

事
例
の
よ
う
に
様
々
な
企
画
を

単
発
や
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。企
画
す
る
青
少
年
は
、計

画
か
ら
実
施
後
ま
で
の
経
験
を
通

し
て
様
々
な
も
の
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
ら
の
活

動
を
足
が
か
り
に
新
た
な1

歩
を

踏
み
出
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

経
験
の
積
み
重
ね
が
主
体
性
に
寄

り
添
う
活
動
か
ら
見
え
て
く
る
も

の
の
１
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。自
ら
何
か
を
感
じ
、考
え
て
、

発
信
し
た
い
な
！　

と
思
っ
た
と

き
、青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ら
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
、そ
う
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
場
で
あ
り
続
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伏
見
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
に
は
若
者
が
出

店
で
き
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。大
学

生
が「
ぜ
ひ
カ
フ
ェ
を
出
店
さ
せ
て
ほ
し
い
」と

訪
ね
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。「
大
学
生
は
食
事
が

不
規
則
に
な
っ
て
し
ま
う
、１
人
暮
ら
し
だ
と

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
で
簡
単
に
す
ま
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
っ
て
、た
だ
安
い
だ
け
じ
ゃ
な
く

栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
ら
れ
た
食
事
を
提
供
で

き
る
よ
う
な
カ
フ
ェ
を
運
営
し
た
い
」と
語
っ
て

く
れ
た
彼
ら
。打
ち
合
わ
せ
の
末
、２
０
１
７
年

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
話
す
男

子
中
学
生
の
思
い
か
ら
立
ち
上
が
っ
た「
ダ
ン

ス
イ
ベ
ン
ト
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
」。慣
れ

な
い
な
が
ら
も
運
営
に
関
す
る
様
々
な
準
備

を
、ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

ま
し
た
。初
回
の
出
演
9
団
体・観
客
36
名
か

ら
、第
2
回
は
出
演
11
団
体・観
客
90
名
、第
3

回
に
は
出
演
16
団
体・観
客
2
5
0
名
と
大
規

模
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。主
催
者
の
彼

が
熱
心
に
広
報
活
動
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
、

出
演・来
場
者
が
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

「『
ダ
ン
ス
イ
ベン
ト
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
』

を
、京
都
を
代
表
す
る
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
に
し

た
い
！
」と
語
っ
て
く
れ
る
彼
を
、引
き
続
き
応

援
し
て
い
ま
す
。

いただきます。展
2016年

中京青少年活動センター
「スタートアップ for youth」

らさんて
2017年

伏見青少年活動センター
「つながりカフェ」

み
え
て
く
る
も
の

音楽ライブ
ゼストポルタ

2016年
東山青少年活動センター
「自主活動企画支援事業
～夢のスタートライン～」

７
月
に
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
手
づ
く
り
市

に
出
店
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。素
材
の
良

さ
を
引
き
出
す
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、お
客
さ
ん

か
ら「
お
い
し
か
っ
た
」と
良
い
反
応
が
得
ら
れ

て
い
ま
し
た
。現
在
は
店
舗
を
持
た
な
い
移
動

カ
フ
ェ
と
し
て
、京
都
市
内
い
ろ
ん
な
場
所
や

イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
て
い
ま
す
。

青少年活動センターでの
活動応援事業

中京

下京

東山

T O P I C S
ダンスイベント
Collection
2016年～現在

下京青少年活動センター
「プラン・ドゥ」



ユ

ユ

ユ

ユ

ユ
ユ

ユ
ユユ

ユ

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｔ
＠
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｉ
」実
施
し
ま
し
た
！

日
ご
ろ
中
京
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
る
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト「
Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｔ
＠
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
」を
１
月
２１
日（
日
）

に
実
施
し
ま
し
た
。「
グ
ル
ー
プ
名
は
見
か
け
る
け
ど
、

ど
ん
な
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
」「
自
分
の

踊
る
ジ
ャ
ン
ル
以
外
、ふ
れ
る
機
会
が
な
い
」そ
ん
な
声

か
ら
ダ
ン
ス

を
楽
し
む
全

て
の
グ
ル
ー

プ
が
交
流
で

き
る
場
を
企

画
し
ま
し

た
。４
団
体
＋

個
人
で
の
参

加
も
多
く
、

ジ
ャ
ズ
、社
交

ダ
ン
ス
、コ
ン

テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ダ
ン
ス
、

歌
と
ダ
ン
ス

な
ど
、様
々

な
ジ
ャ
ン
ル

を
楽
し
め
る

一
日
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
山
科
に

「
ま
ち
か
ど
サ
ン
タ
」現
る
！

１２
月
２４
日（
日
）に
、や
ま
し
な
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
で
、「
ま
ち
か
ど
サ
ン
タ
」を
実
施
し
ま
し
た
。

サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
の
格
好
に
扮
し
た
地
元
中
学
生

や
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
清
掃
活
動
と
風
船
を
配

り
な
が
ら
山
科
地
域
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。駅
前
や
商

店
街
な
ど
人
通
り
の
多
い
場
所
に
突
然
現
れ
た
サ
ン

タ
た
ち
に
、子
ど
も
た
ち
は
驚
き
な
が
ら
も
風
船
を
も

ら
っ
て
ニ
ッ
コ
リ
。南
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら
清
掃

活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ひ
ろ
い
ー
な
」の
メ
ン
バ
ー
も
参

加
し
て
、に
ぎ
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
ひ
と
と
き

を
お
届
け
し
ま
し
た
。

し
も
せ
い
大
学『
君
に
届
け
！

〜
み
ん
な
の
恋
愛
観
〜
』を

実
施
し
ま
し
た

　

下
京
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー（
し
も
せ
い
）で
は
、

他
者
の
恋
愛
観
に
触
れ
る
座
談
会
を
バ
レ
ン
タ
イ
ン

の
時
期
に
合
わ
せ
、2
月
22
日
・
24
日
に
開
き
ま
し

た
。中
高
生
〜
社
会
人
ま
で
幅
広
い
層
の
参
加
が
あ

り
、『
恋
人
が
出
来
た
ら
親
に
言
う
／
言
わ
な
い
』、

『
デ
ー
ト
代
は
ど
ち
ら
が
払
う
？
』な
ど
、様
々
な

テ
ー
マ
で
話
し
ま
し
た
。特
に『
男
女
の
親
友
関
係
は

あ
り
／
な
し
』で
は
、「
異
性
と
い
る
方
が
楽（
中
学
生

女
子
）」や「
親
友
は〝
同
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〞

こ
と
は
な
い（
社
会
人
男
性
）」な
ど
多
様
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。今
後
も
あ
ま
り
学
校
で
は
学
ば
な

い
題
材
を
取
り
上
げ
て
、対
話
と
気
付
き
の
場
を
設

け
て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

高
校
生
限
定　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

が
定
額
で
使
え
ま
す
！

下
京
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー（
し
も
せ
い
）の
ジ
ム

は
、朝・昼・夕
方
の
3
つ
の
時
間
帯（
平
日
限
定
）か
ら

一
つ
を
選
択
し（
高
校
生
年
代
に
限
る
）、な
ん
と
、通
常

１
回
３
０
０
円
の
と
こ
ろ
が
定
額（
年
間
２
，０
０
０

円
）で
使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
！ 

昨
年
は
延
べ
約
３
０

０
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

ジ
ム
と
い
え
ば
、マ
ッ
チ
ョ
マ
ン
が
重
い
ウ
エ
イ
ト
を

持
ち
上
げ
て
と
い
っ
た
想
像
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、実
際
は
男
女
を
問
わ
ず
、ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
や
エ

ア
ロ
バ
イ
ク
と
い
っ
た
有
酸
素
運
動
を
す
る
方
も
多
い

で
す
。

し
も
せ
い
の
特
徴
は
、挨
拶
だ
け
で
な
く
、互
い
に

サ
ポ
ー
ト
し
あ
う
よ
う
な
、ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
を

感
じ
る〝
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
〞な
と
こ
ろ
。初
心
者
で
も
安

心
し
て
運
動
で
き
ま
す
。友
達
ど
う
し
の
利
用
も
大
歓

迎
で
す
よ
！　
（
ジ
ム
は
高
校
生
年
代
に
限
ら
ず
、３０

歳
以
上
の
一
般
の
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

ユ
ー
ス
か
わ
ら
版

ご寄付いただきました。
京都市ユースサービス協会では多くのご支援・ご寄付をいただいて
おります。２０１７年度末までにご寄付いただいた個人・団体様につ
いて、ご紹介させていただきます。

合計476,003円のご寄付をいただいております。（2018年3月15日 現在）
いただいたご寄付については、当協会の取り組み、ご指定いただきました事業に
活用させていただきます。誠にありがとうございました。

広
報
誌
に
関
す
る

ご
意
見・ご
感
想
は

こ
ち
ら
へ
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み
な
み
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
応
援
企
画
！

「
ち
ょ
こ
れ
ぇ
と
週
間
」

中
高
生
に
と
っ
て
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
一
大
事
で

す
。義
理
チ
ョ
コ
や
友
チ
ョ
コ
、そ
の
中
に
紛
れ
た
本
命

チ
ョ
コ
、一
人
で
30
人
分
作
る
よ
う
な
若
者
も
。そ
ん

な
、大
量
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
る
若
者
を
応
援
し
た

い
！　
と
い
う
思
い
で
開
催
し
た「
ち
ょ
こ
れ
ぇ
と
週

間
」。広
い
料
理
室
を
複
数
の
グ
ル
ー
プ
で
シ
ェ
ア
し

た
り
、お
菓
子
教
室
を
開
い
た
り
。2
月
10
日（
土
）〜

13
日（
火
）の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
直
前
ま
で
、チ
ョ
コ
レ
ー

ト
づ
く
し
の
南
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。

そ
し
て
、2
月
8
日（
木
）に
は
、「
レ
ン
ア
イ
カ
フ
ェ
」

も
実
施
し
ま
し
た
。長
年
み
な
み
で
若
者
の
恋
愛
相
談

に
の
っ
て
い
る
あ
か
た
ち
か
こ
さ
ん
と
、結
婚
の
こ
と
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
な
ど
を
、若
者
た
ち
と
語
り
合
い

ま
し
た
。

ユースかわら版

Sリーグ運営委員会 様
中島 美里 様
京都新聞洛南販売所 様
辻 貴子 様
江田 薫 様
橋本 達雄 様

ユースシンポジウムの皆様
佐藤　正和 様
伏見青少年活動センターの皆様
LIVEKIDSスタッフ一同　様
株式会社ＧＰ 様

（順不同）
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